
CSRへの取組み

　ふくおかフィナンシャルグループは、『CSR』を「ステークホルダー（利害関係者：お客さま・株主さま・従業員）と
のよりよい関係を構築することにより、企業および社会の持続的成長を実現すること」と考え、法令遵守・リスク
管理態勢の強化といった企業経営に関する取組みはもとより、ステークホルダーに対する様々な取組みを行って
まいります。
　また、当社グループは、グループ経営理念の実践とも言うべき事業活動そのものが『CSR』であると考え、地域
金融機関に期待される地域社会の信用を維持すると共に金融の円滑を図り、地域経済の健全な発展に貢献
する『社会の公器』（公共の機関）としての社会的責任はもとより、地域金融グループとしての役割・特性を活か
して持続可能な社会を実現するため、最も貢献できる分野において、様々な変革と価値創造に寄与する活動
を展開していきます。

FFGにおけるCSRの定義
CSRとは、全てのステークホルダーがFFGに抱く経済的、法的・倫理的、若しくは心情的な期待に対して、
バランスのとれた意思決定を行い、様々な価値を提供することで、ステークホルダーの持続可能な成長を
促進し、FFGの持続的な発展を実現していくこと。
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〈主な活動領域〉
■CSR企画・運営
■顧客満足度向上策
■コンプライアンス

■CSR基本方針

■従業員満足度向上策

■CSR視点の商品・サービス開発

■各種リスク管理

■内部統制

■地域貢献活動
■メセナ・フィランソロピー

■各種事務企画

■システム管理

グループ業務計画
グループCSR活動方針の決定
（進捗報告） 業務計画

の決定
■個別施策
■進捗報告
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CSRへの取組み

■3つの活動層（Activity Layer） ■3つの活動領域と3つの活動層の組み合わせ（CSR CUBE）

　FFGで取組むCSR活動は、その時々の社会的課題や要請に対し、受動的に応えるのではなく、持続可能な
活動として自発的かつ継続的に実施していくことが基本となります。
　この活動の基本軸として、FFGでは、 『3つの活動層（Activity Layer）』を設定します。これは、実際の活動
を行う従業員一人ひとりが、より明確なビジョンと発意を持ち、具体的で厚み（層）のある取組みができるように、
FFG自らが後ろ盾となってFFGの広域展開型地域金融グループとしての役割・特性を活かしながら最も貢献
できる分野にフォーカスするものです。
　この3つの活動領域と3つの活動層の組み合わせを最適化することにより、FFGとその従業員は、経営資源
を効果的に活用して、良き企業市民・良き企業人としての責務を果たすとともに、社会の変革と新たな価値
創造に資する志をもって、様々な事業活動を展開していきます。

3つの活動領域と3つの活動層の最適な組み合わせ＝バランス
のとれたCSR経営を展開することで、社会の変革と新たな価値
創造に挑戦していきます。

活動層　　生涯学習支援

次世代を担う子どもの豊かな感受性、人間性の形成は
勿論のこと、すべての人々のライフサイクルに応じた
様々なシーンで、金融知識の普及を通じた生涯学習
を支援していきます。 また、企業市民としての『法人』
を対象とした各種啓発活動にも取組みます。
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■3つの活動領域（Activity Area）

1.銀行業務プロセスにおけるCSR
コーポレートガバナンス、法令遵守、各種リスク管理、情報開示といった企業経営の根幹となる態勢構築・整備
をはじめ、従業員の雇用や自らの環境負荷軽減活動等といった、銀行業務の全プロセスに係る取組み

2.銀行の商品・サービスによるCSR
銀行のもつ金融機能を活用して、社会的に意義ある商品・サービスを開発・提供する取組みおよび金融
ビジネス 

3.本業外の社会貢献によるCSR
本業とは直接的な関係は薄いが、経営資源を活用して、社会的課題に関与する取組み
（ボランティア、芸術文化活動等含む） 

活動層   　ユニバーサルアクション

店舗チャネルなどのハード面や、商品・サービスなど
のソフト面、従業員一人ひとりの応対といったヒュー
マン面において、高齢者、障がい者、子ども、女性など
に特定しない『みんなに優しい』をキーワードにした、
デザイン、機能、サービスを充実させる活動を展開
します。

活動層　
環境共生活動

活動層　
生涯学習支援

活動層　
ユニバーサル
アクション

活動層 　 環境共生活動

地球に負の影響をおよぼす環境問題は、FFGが共生
を図っていく『地域』にとっても看過できない重要課題
です。 FFGは、自らの環境負荷の抑制・軽減に努める
とともに、『金融』が持つ役割・機能を介して、環境保全
に資する商品・サービスを積極的にステークホルダー
へ提供していきます。
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■環境共生活動

FFG本社周辺の清掃活動の様子熊本駅周辺の一斉清掃活動

図書寄贈

■生涯学習支援

FFGの環境方針4つの柱

●地域の環境保全のために、目標を設定し、
具体的な活動を通じて達成を目指します。
●活動を評価し、必要な見直しを行うなど、
環境マネジメントシステムを継続的に
改善します。

（1）環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）の
　  継続的実施

●本方針を当グループ全役職員が認識し、
一人ひとりが環境問題について考え、
自主的に行動し、改善活動を実践して
いきます。

（4）全役職員への周知と徹底

●省エネ・省資源活動への取組みおよび
環境保全に配慮した社会貢献活動の実
践により、環境への負荷軽減に努めます。

（3）環境配慮活動の実施

●本業を通じて環境活動の側面からも地
域貢献に努めます。

（2）本業を通じた環境面への取組み

FFGの環境への取組み

営業車のエコカー導入
および営業店舗などへのLED照明導入

環境格付融資　FFG「エコ・ローン」

　FFGでは、平成21年4月にグループ共通の環境方針を策定し、環境問
題に対して、自らの環境負荷の抑制・軽減に努めるとともに、「金融」が持
つ役割・機能を通じて、環境保全につながる商品やサービスを積極的に
提供しています。

　CO２削減のため、FFGでは、営業車両のうち普通乗用車（一部除く）に
ついて、ハイブリッドカーの導入を実施しました。また、営業店舗（主に
ATMコーナー）などの一部無照明設備を、順次、一般蛍光灯からLED蛍
光灯へ交換を進めています。

　環境に配慮した経営を行う企業の取組みを、FFG独自の「環境格付」
で評点化し、得点に応じて金利優遇を行う融資商品FFG「エコ・ローン」
をグループ3行で展開しています。

文化・芸術イベントの開催およびお客さまのご招待

次世代を担う子どもたちへ

　FFGは、すべての人々のライフサイクルに応じた様々なシーンで、金融
知識の普及を通じた生涯学習を支援しています。
　お客さまに金融についての正しい知識を身につけて合理的な判断をし
ていただけるよう、FFGでは豊富なセミナーを開催しています。福岡銀行
では福岡および北九州の２会場を拠点に、投資信託運用報告会をはじめ、
住宅・年金・保険など、様々なテーマについて外部講師による無料（一部有
料）のセミナーを開催しています。

　日頃からご愛顧いただいているお客さまへの感謝の気持ちを込めて、毎
年恒例のニューイヤーコンサートをはじめ、さまざまな文化・芸術・スポー
ツイベントにお客さまをご招待しています。

　FFGでは、次世代を担う子どもたちに豊かな感受性や人間形成に役立
つ学びの機会を提供するために、読書活動に力を入れている特別支援学
校への図書寄贈を行っているほか、職場体験プログラム「ジョブシャドウ」や、
FFGグループ3行の営業拠点がある地域の小・中学生を対象として、「『銀
行の職場探検』プログラム」を展開しています。

金融を通じてのライフサポート

被災地でのボランティア活動
　「東日本大震災」「九州北部豪雨」の被災地でのボランティア活動を毎
月実施しており、これまでに1,000名を超える行員が参加しています。

　FFGでは被災地の復興支援のため、様々な活動に取組んでいます。

義援金の寄贈
　FFGグループ3行および関連企業グループの役職員による募金に、
FFGからの寄付金を加え、東北および九州の各被災地に義援金を寄贈し
ました。

■ユニバーサルアクション

【ヒューマン】 

　ブランドスローガン「あなたのいちばんに。」を実現するため、お客さ
まとの接点である店舗を、可能な限り建替えもしくは改修を行ってリニュー
アルを進めています。車椅子の方にも配慮した記帳台や窓口、エレベー
ター、ＡＴＭなどバリアフリー機能を充実させています。

【ソフト】 

ユニバーサルアクション3つの軸
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　FFGでは平成22年11月から本プログラムをスタートし、地域社会のため
に出来るアクションを営業拠点ごとに考えて行動する「ひとり１アクション」、
「みんなにやさしい」の観点から選定した環境・福祉・コミュニケーションに
資する資格・スキルを一人１つ以上取得する「ひとり１スキル」に取組んでい
ます。今後は、認知症サポーターやサービス介助士、手話検定など、取得し
たスキルを活かしたお客さまへのサポートを目指します。

　FFGでは、グループ3行全店に「お客様責任者」を配置しています。 お客
様責任者は「サービス介助士」の資格を取得しており、各営業拠点の中心と
なってお客さまの目線で行動するワンランク上のサービスを目指しています。

サービス介助士の全店配置

「ユニバーサルアクション・プログラム」

■生涯学習支援

　株式会社FFGビジネスコンサルティングでは、お客さまの商圏・事業拡大
や経営改善など経営ニーズに対して、多角的なサポートを行っています。
各種セミナーや商談会を通じてお取引先企業のお役に立つ経営情報など
をお届けしています。
　また、行政とも積極的な連携を図っており、昨年も、「玉名・山鹿・菊池フー
ドチャレンジ商談会in福岡」や「長崎・佐世保・雲仙 第3回こだわり食材商談
会」など、多数の商談会やセミナーを開催しました。

【ハード】 

CSRへの取組み

企業・法人の皆さまへのサポート

長崎・佐世保・雲仙
第3回こだわり食材商談会

宮城県南三陸町でのボランティア

手話トレーニング

音声付き触知案内

大分県中津市でのボランティア

ニューイヤーコンサート
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CSRへの取組み

■環境共生活動

FFG本社周辺の清掃活動の様子熊本駅周辺の一斉清掃活動

図書寄贈

■生涯学習支援

FFGの環境方針4つの柱

●地域の環境保全のために、目標を設定し、
具体的な活動を通じて達成を目指します。
●活動を評価し、必要な見直しを行うなど、
環境マネジメントシステムを継続的に
改善します。

（1）環境マネジメントシステム（ＥＭＳ）の
　  継続的実施

●本方針を当グループ全役職員が認識し、
一人ひとりが環境問題について考え、
自主的に行動し、改善活動を実践して
いきます。

（4）全役職員への周知と徹底

●省エネ・省資源活動への取組みおよび
環境保全に配慮した社会貢献活動の実
践により、環境への負荷軽減に努めます。

（3）環境配慮活動の実施

●本業を通じて環境活動の側面からも地
域貢献に努めます。

（2）本業を通じた環境面への取組み

FFGの環境への取組み

営業車のエコカー導入
および営業店舗などへのLED照明導入

環境格付融資　FFG「エコ・ローン」

　FFGでは、平成21年4月にグループ共通の環境方針を策定し、環境問
題に対して、自らの環境負荷の抑制・軽減に努めるとともに、「金融」が持
つ役割・機能を通じて、環境保全につながる商品やサービスを積極的に
提供しています。

　CO２削減のため、FFGでは、営業車両のうち普通乗用車（一部除く）に
ついて、ハイブリッドカーの導入を実施しました。また、営業店舗（主に
ATMコーナー）などの一部無照明設備を、順次、一般蛍光灯からLED蛍
光灯へ交換を進めています。

　環境に配慮した経営を行う企業の取組みを、FFG独自の「環境格付」
で評点化し、得点に応じて金利優遇を行う融資商品FFG「エコ・ローン」
をグループ3行で展開しています。

文化・芸術イベントの開催およびお客さまのご招待

次世代を担う子どもたちへ

　FFGは、すべての人々のライフサイクルに応じた様々なシーンで、金融
知識の普及を通じた生涯学習を支援しています。
　お客さまに金融についての正しい知識を身につけて合理的な判断をし
ていただけるよう、FFGでは豊富なセミナーを開催しています。福岡銀行
では福岡および北九州の２会場を拠点に、投資信託運用報告会をはじめ、
住宅・年金・保険など、様々なテーマについて外部講師による無料（一部有
料）のセミナーを開催しています。

　日頃からご愛顧いただいているお客さまへの感謝の気持ちを込めて、毎
年恒例のニューイヤーコンサートをはじめ、さまざまな文化・芸術・スポー
ツイベントにお客さまをご招待しています。

　FFGでは、次世代を担う子どもたちに豊かな感受性や人間形成に役立
つ学びの機会を提供するために、読書活動に力を入れている特別支援学
校への図書寄贈を行っているほか、職場体験プログラム「ジョブシャドウ」や、
FFGグループ3行の営業拠点がある地域の小・中学生を対象として、「『銀
行の職場探検』プログラム」を展開しています。

金融を通じてのライフサポート

被災地でのボランティア活動
　「東日本大震災」「九州北部豪雨」の被災地でのボランティア活動を毎
月実施しており、これまでに1,000名を超える行員が参加しています。

　FFGでは被災地の復興支援のため、様々な活動に取組んでいます。

義援金の寄贈
　FFGグループ3行および関連企業グループの役職員による募金に、
FFGからの寄付金を加え、東北および九州の各被災地に義援金を寄贈し
ました。

■ユニバーサルアクション

【ヒューマン】 

　ブランドスローガン「あなたのいちばんに。」を実現するため、お客さ
まとの接点である店舗を、可能な限り建替えもしくは改修を行ってリニュー
アルを進めています。車椅子の方にも配慮した記帳台や窓口、エレベー
ター、ＡＴＭなどバリアフリー機能を充実させています。

【ソフト】 

ユニバーサルアクション3つの軸
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　FFGでは平成22年11月から本プログラムをスタートし、地域社会のため
に出来るアクションを営業拠点ごとに考えて行動する「ひとり１アクション」、
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ます。今後は、認知症サポーターやサービス介助士、手話検定など、取得し
たスキルを活かしたお客さまへのサポートを目指します。

　FFGでは、グループ3行全店に「お客様責任者」を配置しています。 お客
様責任者は「サービス介助士」の資格を取得しており、各営業拠点の中心と
なってお客さまの目線で行動するワンランク上のサービスを目指しています。

サービス介助士の全店配置

「ユニバーサルアクション・プログラム」
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や経営改善など経営ニーズに対して、多角的なサポートを行っています。
各種セミナーや商談会を通じてお取引先企業のお役に立つ経営情報など
をお届けしています。
　また、行政とも積極的な連携を図っており、昨年も、「玉名・山鹿・菊池フー
ドチャレンジ商談会in福岡」や「長崎・佐世保・雲仙 第3回こだわり食材商談
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